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環
境
省
と
国
連
大
学
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究

三
管
協
組
は
か
ね
て
か
ら

災
害
対
策
に
率
先
し
て
取
り

組
み
、
平
成
七
年
の
阪
神
・

所
は
八
月
一
日
、
東
京
・
千

代
田
区
の
国
連
大
学
前
広
場

淡
路
大
震
災
で
は
全
国
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
一

で
「
水
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。
七
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
水
循
環
基
本
法
を
踏

ま
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
水

資
源
の
保
全
に
取
り
組
む
官

民
連
携
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

翼
を
担
い
被
災
地
に
延
べ
三

百
名
以
上
の
支
援
隊
を
派
遣

し
た
。
東
京
都
水
道
局
と
は

平
成
十
六
年
に
給
水
装
置
の

応
急
復
旧
に
関
す
る
協
定
を

締
結
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
平
成
二
十

四
年
に
配
水
管
も
含
め
た
災

害
協
定
を
再
締
結
し
た
。
資

機
材
・
建
設
機
械
各
社
と
も

平
成
二
十
二
年
に
協
力
協
定

を
締
結
す
る
と
も
に
、
神
奈

川
県
管
工
事
業
協
同
組
合
と

ク
を
発
表
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

「
知
っ
て
・
考
え
て
・
使
お

う
」
を
テ
ー
マ
に
国
、
地
方

公
共
団
体
、
事
業
者
、
国
民

が
そ
れ
ぞ
れ
水
資
源
の
重
要

性
や
水
環
境
保
全
へ
の
理
解

を
深
め
、
日
本
の
水
を
世
界

相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
合

同
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な

ど
地
域
社
会
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

一
方
、
東
管
機
商
は
資
機

材
を
供
給
す
る
立
場
か
ら
昨

年
十
月
に
東
京
都
管
工
事
工

業
協
同
組
合
（
岩
野
隆
一
理

事
長
）
と
工
販
連
携
の
災
害

協
定
を
締
結
。
今
年
一
月
に

三
管
協
組
と
協
定
を
結
ぶ
こ

と
で
合
意
し
、
双
方
で
内
容

の
協
議
を
進
め
て
い
た
。

当
日
の
調
印
式
に
は
三
管

協
組
か
ら
松
田
理
事
長
（
町

田
）
、
南
勉
副
理
事
長
（
武

に
発
信
し
て
日
本
ブ
ラ
ン
ド

に
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
井
上
信
治

蔵
野
）
、
松
本
正
美
副
理
事

長(

稲
城)

、卯
木
貞
雄
専
務

理
事
、
榎
本
直
樹
総
務
部
長

(

八
王
子)

、渡
辺
才
司
防
災･

災
害
対
策
部
長(

国
分
寺)

、

小
野
一
朗
事
業
部
長(

多

摩)

、星
野
護
技
術
部
長(

あ

き
る
野)

、金
子
達
之
輔
経
理

･

財
政
部
長(

府
中)

、
江
成

光
雄
災
対
部
副
部
長
（
八
王

子)

、中
山
浩
一
事
務
局
長
、

東
管
機
商
か
ら
橋
本
理
事
長

(

橋
本
総
業
㈱)

、倉
地
順
副

理
事
長(

倉
地
㈱)

、向
山
英

雄
副
理
事
長
（
サ
ン
コ
ー
機

材
㈱)

、小
泉
久
則
相
談
役

(

コ
ー
ザ
イ
㈱)

、澤
木
清
理

事(

ミ
サ
ワ
住
宅
機
器
㈱)

、

森
沢
一
郎
理
事
（
奥
山
管
材

機
器
㈱
）
、
渡
邊
辰
志
理
事

（
㈲
辰
美
商
会
）
、
斉
藤
摩

紀
男
理
事
（
サ
ー
ク
ル
機
材

㈱)

、
吉
澤
邦
男
理
事
（
小

泉
機
器
工
業
㈱)

、竹
縄
隆
二

理
事
（
冨
士
機
材
㈱
西
東
京

支
店)

、藤
森
幹
規
理
事(

橋

本
総
業
㈱
多
摩
支
店)

、佐
々

木
康
雄
事
務
局
長
が
出
席
。

卯
木
専
務
理
事
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
松
本
副
理
事
長
に

よ
る
開
会
の
辞
に
続
い
て
渡

辺
防
災
・
災
害
対
策
部
長
が

環
境
副
大
臣
が
「
新
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
こ
と
を

た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
う
。

誰
も
が
知
っ
て
い
る
水
と
い

う
も
の
を
改
め
て
知
っ
て
、

考
え
て
、
使
う
こ
と
で
大
切

さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
わ
が
国
の
子
孫
が
水

の
恵
み
を
享
受
で
き
る
に
は

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
竹

本
和
彦
国
連
大
学
研
究
所
長

が
「
持
続
可
能
な
水
の
利
用

趣
旨
説
明
と
経
過
報
告
を
行

い
、
松
田
、
橋
本
両
理
事
長

が
協
定
書
に
調
印
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松
田

理
事
長
は
「
災
害
時
の
体
制

整
備
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
橋
本
理
事

長
に
協
定
を
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
、
快
く
応
じ
て
い
た
だ

い
た
。
本
日
、
調
印
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ば
し

い
限
り
だ
。
被
災
地
の
応
急

復
旧
に
駆
け
つ
け
て
も
資
材

が
整
わ
な
け
れ
ば
何
も
で
き

な
い
。
皆
さ
ま
と
わ
れ
わ
れ

工
事
業
者
が
協
力
し
て
万
全

の
備
え
が
可
能
に
な
る
」
と

述
べ
、
一
層
の
連
携
を
呼
び

か
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
橋
本
理
事

長
は
「
組
合
に
は
社
会
に
貢

献
す
る
使
命
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
と
り
わ
け
災
害
時

の
対
応
は
重
要
だ
。
貴
組
合

は
非
常
に
体
制
整
備
が
進
ん

で
お
り
、
今
回
の
協
定
は
災

害
対
応
の
き
わ
め
て
有
効
な

雛
型
に
な
る
。
本
日
の
船
出

を
喜
び
、
共
に
進
ん
で
い
き

た
い
」
と
力
強
く
述
べ
、
倉

地
副
理
事
長
に
よ
る
閉
会
の

辞
で
締
め
く
く
っ
た
。

や
健
全
な
水
循
環
の
構
築
に

向
け
て
政
策
直
結
型
の
研
究

を
行
い
、
国
内
外
の
取
り
組

み
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
を
代
表
し

て
中
川
俊
直
衆
院
議
員
・
水

制
度
改
革
議
員
連
盟
事
務
局

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
協
賛
企
業
の
取
り
組
み
の

紹
介
な
ど
多
彩
な
行
事
を
繰

り
広
げ
た
。
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������������������� ������������ 三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合
（
松
田
英
行
理
事
長
）
と
東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
橋
本
政
昭
理
事
長
）
は

七
月
二
十
八
日
、
東
京
・
立
川
市
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
災
害
時
の
資
材
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

地
震
、
水
害
な
ど
の
被
災
時
に
三
管
協
組
が
東
京
都
と
締
結
し
て
い
る
災
害
協
定
に
基
づ
き
水
道
施
設
な
ど
の
応

急
復
旧
に
出
動
す
る
場
合
、
東
管
機
商
が
必
要
な
資
材
の
供
給
に
全
面
的
に
協
力
す
る
。
万
全
の
備
え
を
確
立

し
、
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
国
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
へ
邁
進
し
て
い
く
。
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竹本所長

シンボルマークを発表

調印式に両協組の役員列席

松田理事長 橋本理事長


